
「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業
モデル・カリキュラムのイメージ （ＩＴ分野）

ＩＴ技術者に共通する知識・技術・素養及び職業人として必要な専門知識・技術、業務を遂行する力を産学連携により学習し、発展の著しい
ＩＴ業界において技術の進歩や社会の変化に対応し、グローバルな視野と実践力、創造力のあるＩＴ分野の中核的専門人材の育成を目指す。
就業後の知識・技術の追加・更新を継続するため積上げ方式の短期教育プログラムの整備と質を保証するための評価制度を構築する。

情報技術基礎
／ビジネススキル基礎

・情報通信基礎
・システム開発技術
・プログラミング基礎
・ハードウェアの基礎
・企業活動・経営戦略
・プロジェクト

マネジメント
・情報セキュリティ
・知的財産権
・コンプライアンス
・コミュニ

ケーション

・・・

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

語学・グローバル教育

Ｉ
Ｔ
分
野
の
技
術
の
進
歩
や
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
実
践
力
、
創
造
力
の
あ
る

中
核
的
専
門
人
材
を
養
成

・データベース
・プログラミング
・ネットワーク
・セキュリティ
・システム開発

専門課程（2年）
基礎・共通 専門課程

高校

円滑な接続の構築

情報処理技術者試験

就 業（エントリーレベル）

情
報
処
理

・ゲーム企画
・開発

・デザイン

ゲ
ー
ム
・Ｃ
Ｇ

・組込み通信
・システム開発

組
込
み

ア
プ
リ
開
発

・OS
（Android,iOS）
・Javascript
・アプリ開発

ⅠＴパスポート試験

高度専門課程（4年）

就業 レベル２

レベル３

レベル４

レベル
５以上

短期プログラムによる積上げ式学
習システム（ 3ヶ月・6ヵ月の企業

実習、企業提案型プロジェクト等）

ゲームプログラマ

システム
アーキテクト

プロジェクト
マネージャ

ストラテジスト
テクニカルスペシャリスト
サービスマネージャ

ＣＧデザイナー

ゲームディレクター

ゲーム
プロデューサー
アート
プロデューサー

アートディレクター

ブリッジエンジニア

テストエンジニア

プロダクト
マネージャ

エンジニアの継続的な学習システムの整備と能力を評価する認定制度及び教育の質を保証する評価制度の構築

基本的な技術知識の習得

上司の指示・助言のもと通常業務を
確実に遂行する

応用力と実践力を養成
チームの中心メンバーとして、創意工夫
を凝らして自主的な判断、改善、提案を
行ないながら業務を遂行する。

グローバルな視野と変化への対応力、創造力を養成

業務リーダーとして、業務遂行を主導し、業務のマネジメントや業務単位の採算管理
を行なう。豊富な業務経験により、高難度の業務遂行や困難事項への対応を行なう。
将来的に中規模組織のプロジェクトマネージャとして、プロジェクトマネジメントを目指
す。

マネジメント
・プロジェクト
・コスト
・品質
・リスク
・知財
・プロセス
・組織

ビジネススキル
／パーソナルスキル

・経営戦略、・問題解決
・開発手法、・クラウド技術
・プログラム開発

情報技術実践
（実務演習）
・プロジェクト

マネジメント実践
・情報セキュリティ
・システム開発

プロジェクト演習
・技術英語
・グローバル
コミュニケーション

モ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
活
用

最新技術
・仮想化技術
・分散処理技術
・分散システム管理
・大量データ処理技術

グローバル人材育成

・グローバル
コミュニケーション

・外国文化の理解

専門課程（3年）
専門・応用・実践

4年次

情報技術応用
・技術要素
・システム開発実践
・プログラミング応用
・情報セキュリティ
・技術英語
・グローバル

コミュニケーション

応
用
情
報
処
理
技
術
者
試
験

3年次

3ヶ月・6ヵ月の企業実習



クラウド技術応用
主な履修科目
・ASP.NET 
・Javaサーブレット
・スクリプト言語
・Linuxサーバ構築
・プログラミング応用
・情報セキュリティ
・グローバル

コミュニケーション

3ヶ月・6ヵ月の企業実

習、企業提案型プロ
ジェクト等の実務に相
当する教育プログラム
を行い、実践力を養う。

クラウド技術実践
（実務演習)
主な履修科目
・システム開発実践
・プロジェクト

マネジメント実践
・情報セキュリティ
・システム開発

プロジェクト演習
・グローバル

コミュニケーション

クラウド技術基礎
主な履修科目
・Javav
・Linux 
・データベース設計
・オブジェクト

指向設計
・システム開発
・業務知識
・業務分析
・プレゼン

テーション
・プロジェクト管理
・品質管理
・ドキュメント技法
・技術英語
・グローバル

コミュニケーション

「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業
モデル・カリキュラムのイメージ （ＩＴ分野 クラウド）

クラウドコンピューティングに対応した新たな枠組みやサービス体制の中で活躍できる専門的知識・技術を活用し、グローバルな視野と実践
力で新たな領域を創造するＩＴ分野の中核的専門人材の育成を目指す。就業後の知識・技術の追加・更新を継続するため積上げ方式の短
期教育プログラムの整備と質を保証するための評価制度を構築する。

情報技術基礎
／ビジネススキル基礎

主な履修科目
・ハードウェア基礎
・ソフトウェア 基礎

・ネットワーク基礎
・セキュリティ基礎
・アルゴリズム
・HTML 
・Ｃ言語
・C#.NET  
・データベース基礎
・システム設計 基礎
・UML 
・ITストラテジ
・ITマネジメント

・著作権
・知的財産権
・法務
・コンプライアンス
・コミュニ

ケーション
・技術英語

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
対
応
し
た
新
た
な
枠
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
実
践
力
で
新
た
な
領
域
を
創
造
す
る
中

核
的
専
門
人
材
養
成

専門課程（2年）

基礎・共通課程 専門課程基礎

情
報
処
理
技
術
者
試
験 レベル１

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験

高度専門課程（4年）

専門課程応用・実践

レベル２

レベル３

レベル４

レベル
５以上

短期プログラムによる積上げ式学習システム（ 3ヶ月・6ヵ

月の企業実習、企業提案型プロジェクト等）

ビジネスアーキテクト

プロジェクトマネージャ

ストラテジスト

テクニカルスペシャリスト
サービスマネージャ

ブリッジエンジニア

プロダクトマネージャ

エンジニアの継続的な学習システムの整備と能力を評価する認定制度及び教育の質を保証する評価制度の構築

クラウドサービス構築
主な履修科目
・クラウドシステムの活用

サービス、ビジネス構築
・複数の異なるシステム

連結、設計、構築

専門課程の教育カリキュラムをモジュール化し活用

クラウドシステム最新技術
主な履修科目

仮想化技術
分散処理技術
分散システム管理
大量データ処理技術
外部認証技術

就業

プロセスマネジメント
主な履修科目
・プロセスマネジメント
・環境開発マネジメント
・知財マネジメント
・構成管理・変更管理

プロジェクトマネジメント
主な履修科目
・プロジェクトマネジメント
・コストマネジメント
・品質マネジメント
・サービスマネジメント
・リスクマネジメント
・組織マネジメント

ビジネスキュレーター

ITサービスクリエイター

ITビジネスクリエイター
専門課程（3年）

応
用
情
報
処
理
技
術
者
試
験

グローバル人材育成
主な履修科目

グローバルコミュニケーション
ＩＴ技術分野の専門英語
外国文化の理解
企業文化

就業
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「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業
モデル・カリキュラムのイメージ （ゲーム分野）

ゲームクリエイターに共通する知識・技術・素養及び職業人として必要な専門知識・技術、業務を遂行する力を産学連携により統一的学習し、変化発展の著しいゲー
ム業界において技術の進歩や社会の変化に対応し、グローバルな視野と実践力、創造力のあるゲームクリエイターの中核的専門人材の育成を目指す。また、就業
後の知識・技術の追加・向上を目指すため就業後の勉強機会プログラムを構築し、ゲーム業界全体の質を安定化させる制度を構築する。この制度により産学連携
の国際競争力を持つゲーム業界直結型教育システムの構築を目指す。

ゲ
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あ
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エ
ン
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材
を
養
成

プログラム

グラフィック

エンジン

インターフェース

・・・・

○グローバル化・高度化
に対応した

エンターティメント性の育成

専門課程（ニ年制）

ゲーム応用科目

専
門
技
術

物理

数学

デッサン

基
礎
知
識

○ゲーム分野の求人に応じ
た就職活動機会の創出ゲーム基礎科目

作品展示・発表会
・学生作品発表

・現役クリエイター
による発表会

○ゲーム開発に必要な技術・知識を習得

ゲーム投稿サイト
・学生の就職機会の提供
・転職者就職機会の提供

・未就職者就職機会の提供

ゲーム基礎科目 ゲーム応用科目

ゲーム業界と教育業界を繋ぐ機関ゲーム業界と教育業界を繋ぐ機関

プログラムキャンプ

グラフィックキャンプ

・・・・

ゲーム就職に際して最低限ゲーム就職に際して最低限
の知識・技術を習得の知識・技術を習得

各校の講師レベルを統一各校の講師レベルを統一

就職機会と学生間の意識向上就職機会と学生間の意識向上

ゲーム講習会（学生も就業者にも勉強の機会）

・・・・

現役クリエィター
ディスカッション

企業会計

経営戦略

ゲームサーバー

ゲームプロジェクト制作

ＭＳゲーム開発

ＳＯＮＹゲーム開発

任天堂ゲーム開発

ソーシャルゲーム開発

教育業界教育業界

各校の１・２年課程修了者以上各校の１・２年課程修了者以上

の上位層集め更に伸ばすの上位層集め更に伸ばす

ゲーム会社の業務にゲーム会社の業務に
より近い知識・技術を習得より近い知識・技術を習得

高度専門課程（四年制）

専門課程（三年制）

・・・・

講師研修

ゲームキャンプ ＧａｍｅＣｏｎｆｒｅｎｃｅＦｏｒＳｔｕｄｅｎｔ

海外ゲーム業界動向

業界技術英語

ゲーム業界ゲーム業界

共通の基礎教育育終了共通の基礎教育育終了

後は学校を越えた勉強が後は学校を越えた勉強が
可能可能

日本ゲーム業界動向

技術者講習会

グローバル教育

就業レベル１

就業レベル２

システムプログラマー

ライブラリープログラマー

ゲームプログラマー

グラフィッツクプログラマーＡＩプログラマー

ゲームディレクター

アートディレクター

就業レベル３

物理プログラマー

サウンドプログラマー アートワークデザイナー

ネットワーククライアントプログラマー

モデリングデザイナー

シュミレータプログラマー

インターフェースデザイナー

エフェクトデザイナー

メニューデザイナー

就業レベル４

就業レベル５

ゲームプロデュサー

アートプロデュサー

スクリプター

ゲームプランナー

卒業後ゲーム業界を
目指す人達

未就職者

ステップアップステップアップ
３３

ステップアップステップアップ

３３

チャレンジチャレンジ
ゲームエンジンプログラマー

プログラムディレクター

ステップアップステップアップ

１１

チャレンジチャレンジ

再チャレンジ再チャレンジ
のステップのステップ

アップアップ

ステップアップステップアップ
３３

ステップアップステップアップ

３３

ステップアップステップアップ
２２ 再チャレンジ再チャレンジ

応用科目は学校事に選択応用科目は学校事に選択

して実施するして実施する
学校の特色を出す学校の特色を出す

この科目が肝この科目が肝

ステップアップステップアップ
２２

再度勉強再度勉強

このカリキュラムでこのカリキュラムで
目指す就職ライン目指す就職ライン
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CG技術実務
主な履修科目
・最新ＣＧ技術
・デジタルサイネージ
・ＨＴＭＬ、Ｊａｖａscript

3ヶ月・6ヵ月の企業実習、企業

提案型プロジェクト等の実務に
相当する教育プログラムを行
い、実践力を養う。

CG技術実践（実務演習)
主な履修科目
・ＣＧ制作実習
・ポートフォリオ制作
・システム設計

・プロジェクト演習
・情報セキュリティ
・グローバル

コミュニケーション

「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業
モデル・カリキュラムのイメージ （CG分野）

新たなハードウェアや技術に対応し、グローバルな視野と実践力で国際競争力のあるCG分野の中核的専門人材の育成を目指す。就業後

の知識・技術の追加・更新を継続するため積上げ方式の短期教育プログラムの整備と質を保証するための評価制度を構築する。

CG技術基礎
主な履修科目
・ドローイング、デッサン
・基礎造形

・アニメーション理論
・技術英語

新
た
な
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
技
術
に
対
応
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
実
践
力
で
国
際
競
争
力
の

あ
る
Ｃ
Ｇ
分
野
の
中
核
的
専
門
人
材
養
成

専
門
課
程
（2
年
）基

礎
課
程

専
門
課
程
基
礎

レベル１

高
度
専
門
課
程
（4
年
）

専
門
課
程
実
践

レベル
５以上

CGクリエータの継続的な学習システムの整備と能力を評価する達成度評価及び教育の質を保証する評価制度の構築

専
門
課
程
（3
年
）

情報技術基礎／ビジネス
スキル基礎
主な履修科目
・情報通信基礎
・プログラミング基礎、
・ハードウェアの基礎、
・開発技術
・情報セキュリティ
・企業活動
・著作権、・知的財産権、
・コンプライアンス
・コミュニケーション

共通課程

CG専門技術

主な履修科目
・演出理論 、・色彩・質感
・モデリング
・2ＤＣＧ、３ＤＣＧ

・ＣＧプログラミング
・イメージデザイン

・技術英語
・グローバルコミュニケーション

専
門
課
程
応
用

基礎技術
CG技術応用
主な履修科目
・３ＤＣＧ
・映像編集
・モデリング

・ＣＧプログラミング応用
・ＣＧ作品制作
・情報セキュリティ
・グローバル

コミュニケーション

ＣＧ、映像、Ｗｅｂ最新技術
主な履修科目
・Webサーバ仮想化技術,分散システム管理、
・ 大量データ処理技術、 外部認証技術

プロジェクトマネジメント
主な履修科目
・プロジェクトマネジメント
・コストマネジメント、・品質マネジメント
・サービスマネジメント、・リスクマネジメント
・組織マネジメント

就業

レベル４

レベル３

グローバル人材育成
主な履修科目

グローバルコミュニケーション
ＣＧ技術分野の専門英語
外国文化の理解、 企業文化

レベル２

基本的な技術知識の習得

上司の指示・助言のもと通常業
務を確実に遂行する

応用力と実践力を養成
チームの中心メンバーとして、創意工夫
を凝らして自主的な判断、改善、提案を
行ないながら業務を遂行する。

グローバルな視野と変化への対応力、創造力を養成
リーダーとして、業務遂行を主導し、業務マネジメントや業務単位の採算管
理を行なう。豊富な業務経験で高難度の業務遂行や困難事項への対応を
行なう。将来的に中規模程度のプロジェクトマネージャを目指す。

短期プログラムによる積上げ式学習システム

専門課程の教育カリキュラムをモジュール化し活用

アシスタント

ＣＧアニメーター

ＣＧエディター

ＣＧデザイナー

アートディレクター

プロデューサ

アーティスト

テクニカルデザイナー
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自動車組込み技術実務
主な履修科目
・標準技術仕様、セキュリティ設計
・ＦlｅｘRａｙ等次世代通信技術
・Ｍａｔｈｅｌａｂ/ｓｉｍｌｉｎｋ（モデルベース開発）

3ヶ月・6ヵ月の企業実習、企業

提案型プロジェクト等の実務に
相当する教育プログラムを行
い、実践力を養う。

自動車組込み技術実践
（実務演習)
主な履修科目
・ソフトウェアコード自動生成

・組込み演習
・モデルベース開発手法

・プロジェクト演習
・プロジェクトマネジメント
・組込みセキュリティ
・著作権、・知的財産権
・グローバル

コミュニケーション

「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業
モデル・カリキュラムのイメージ （自動車組込み分野）

高度化、複雑化する技術に対応し、グローバルな視野と実践力で新たな領域を創造する自動車組込み分野の中核的専門人材の育成を目
指す。就業後の知識・技術の追加・更新を継続する積上げ方式の短期教育プログラムの整備と質を保証するための評価制度を構築する。

組込み技術基礎
主な履修科目
・プログラム

C言語、C++、Java 
・電子回路、計測・制御

・技術英語

高
度
化
、
複
雑
化
す
る
技
術
に
対
応
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
実
践
力
で
新

た
な
領
域
を
創
造
す
る
自
動
車
組
込
み
分
野
の
中
核
的
専
門
人
材
養
成

専
門
課
程
（2
年
）基

礎
課
程

専
門
課
程
基
礎

レベル１

高
度
専
門
課
程
（4
年
）

専
門
課
程
実
践

レベル
５以上

自動車組込みエンジニアの継続的な学習システムの整備と能力の達成度評価指標及び教育の質を保証する評価制度の構築

専
門
課
程
（3
年
）

情報技術基礎／ビジネス
スキル基礎
主な履修科目
・情報通信基礎
・プログラミング基礎、
・ハードウェアの基礎、
・開発技術
・情報セキュリティ
・企業活動
・著作権、・知的財産権、
・コンプライアンス
・コミュニケーション

共通課程

組込み専門技術
主な履修科目
・システム要求分析
・システム設計
・ソフトウェア要求分析

・技術英語
・グローバルコミュニケーション

専
門
課
程
応
用

基礎技術
自動車組込み技術応用
主な履修科目
・ソフトウェア方式設計
・ソフトウェア詳細設計

・ソフトウェアコード作成
・動作テスト手法
・車載システム通信技術
・ソフトウェア結合
・システム結合

・情報セキュリティ
・著作権、・知的財産権
・グローバル

コミュニケーション

自動車組込み最新技術
主な履修科目
・システムの結合
・ＨＶ、ＥＶの組込み技術
・外部通信との連携技術、 外部認証技術

プロジェクトマネジメント／プロセスマネジメント
主な履修科目
・プロジェクトマネジメント
・コストマネジメント、・品質マネジメント
・サービスマネジメント、・リスクマネジメント
・組織マネジメント

就業

レベル４

レベル３

グローバル人材育成
主な履修科目

グローバルコミュニケーション
ＩＴ技術分野の専門英語
外国文化の理解、 企業文化

レベル２

基本的な技術知識の習得

上司の指示・助言のもと通常業
務を確実に遂行する

応用力と実践力を養成
チームの中心メンバーとして、創意工夫
を凝らして自主的な判断、改善、提案を
行ないながら業務を遂行する。

グローバルな視野と変化への対応力、創造力を養成
リーダーとして、業務遂行を主導し、業務マネジメントや業務単位の採算管
理を行なう。豊富な業務経験で高難度の業務遂行や困難事項への対応を
行なう。将来的に中規模程度のプロジェクトマネージャを目指す。

短期プログラムによる積上げ式学習システム

専門課程の教育カリキュラムをモジュール化し活用

ソフトウェアエンジニア

ＡＯスペシャリスト

ブリッジエンジニア

システムアーキテクト

プロダクト
マネージャ

プロジェクトマネージャ

ドメインスペシャリスト

サポートエンジニア

テストエンジニア
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アプリ開発技術実務
主な履修科目
・HTML5、JavaScript、CSS3
・WindowsPhone、BlackBerry
・Andoridt

3ヶ月・6ヵ月の企業実習、企業

提案型プロジェクト等の実務に
相当する教育プログラムを行
い、実践力を養う。

アプリ開発技術実践
（実務演習)
主な履修科目
・スマホアプリ開発実践
・データベース技術応用

ＳＱＬ、ＭｙＳＱＬ
・サービスマネジメント

・プロジェクト演習
・情報セキュリティ
・グローバル

コミュニケーション

「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業
モデル・カリキュラムのイメージ （携帯電話・スマートフォン分野）

変化の激しい業界において積極的に最新技術の情報収集を行ない 、国際的・客観的視野と実践力、創造力を持つ携帯電話・スマートフォ

ン分野の中核的専門人材の育成を目指す。就業後の知識・技術の追加・更新を継続するため積上げ方式の短期教育プログラムの整備と
質を保証するための評価制度を構築する。

アプリ開発技術基礎
主な履修科目
・プログラミング

Ｊａｖａ、Android 、iOS
・アプリ開発基礎
・技術英語

変
化
の
激
し
い
業
界
に
お
い
て
積
極
的
に
最
新
技
術
の
情
報
収
集
を
行
な
い
、
国
際
的
・
客

観
的
視
野
と
実
践
力
、
創
造
力
を
持
つ
携
帯
・
ス
マ
ホ
分
野
の
中
核
的
専
門
人
材
養
成

専
門
課
程
（2
年
）基

礎
課
程

専
門
課
程
基
礎

レベル１

高
度
専
門
課
程
（4
年
）

専
門
課
程
実
践

レベル
５以上

エンジニアの継続的な学習システムの整備と能力を評価する達成度評価及び教育の質を保証する評価制度の構築

専
門
課
程
（3
年
）

情報技術基礎／ビジネス
スキル基礎
主な履修科目
・情報通信基礎
・プログラミング基礎、
・ハードウェアの基礎、
・開発技術
・情報セキュリティ
・企業活動
・著作権、・知的財産権、
・コンプライアンス
・コミュニケーション

共通課程

アプリ開発専門技術
主な履修科目
・ＪａｖａScript
・XML
・Ajax
・Webサーバの仕組みと

アプリ開発
・技術英語
・グローバルコミュニケーション

専
門
課
程
応
用

基礎技術

アプリ開発技術応用
主な履修科目
・Ｗｅｂアプリケーション開発
・スマホアプリ開発技術応用

・データベース技術
・ＨＴＭＬ、CSS、ＪａｖａScript、
・Ｆｌａｓｈアニメーション
・Ｗｅｂサーバ応用

ＰＨＰ、ＳＱＬ、Ａｐａｃｈe
・情報セキュリティ
・著作権、知的財産権
・グローバル

コミュニケーション

アプリ開発最新技術
主な履修科目
・Webサーバ仮想化技術、
・ 大量データ処理技術、 外部認証技術

プロジェクトマネジメント／プロセスマネジメント
主な履修科目
・プロジェクトマネジメント、・知財マネジメント
・コストマネジメント、・品質マネジメント
・サービスマネジメント、・リスクマネジメント
・組織マネジメント

就業

レベル４

レベル３

グローバル人材育成
主な履修科目

グローバルコミュニケーション
アプリ開発技術分野の専門英語
外国文化の理解、 企業文化

レベル２

基本的な技術知識の習得

上司の指示・助言のもと通常業
務を確実に遂行する

応用力と実践力を養成
チームの中心メンバーとして、創意工夫
を凝らして自主的な判断、改善、提案を
行ないながら業務を遂行する。

グローバルな視野と変化への対応力、創造力を養成
リーダーとして、業務遂行を主導し、業務マネジメントや業務単位の採算管
理を行なう。豊富な業務経験で高難度の業務遂行や困難事項への対応を
行なう。将来的に中規模程度のプロジェクトマネージャを目指す。

短期プログラムによる積上げ式学習システム

専門課程の教育カリキュラムをモジュール化し活用

アプリケーションエンジニア

ソフトウェアデベロップメント

ＩＴスペシャリスト

プロジェクト
マネージャ

サービスクリエイター

ストラテジスト

ビジネスアーキテクト
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「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業
モデル・カリキュラムのイメージ （クリエイティブ分野）

成長が見込めるファッション分野において、グローバル化に対応し、
さらに先の時代を切り拓くことのできる人材を養成するためのモデルカリキュラム基準等を構築する。

産業人としての基礎的な
スキル（知識＋能力）を習得

ファッション業界の新たなニーズへの
対応やマネジメント能力の養成

ファッションに特化した専門的
スキルの習得

ファッション産業界で活用できる基礎
的なスキルを身に付ける段階。

ファッション業界をけん引していく専門
的スキルを習得する。

多様化する時代に即応したファッションの
形を創造する能力を習得。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
資
格
取
得

ex. 

パ
タ
ー
ン
検
定

色
彩
検
定

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
検
定

クリエイティブ基礎教養
・クリエイティブ
・デザイン
・パターン
・色彩 etc

ファッションビジネス
基礎教養
・ファッションビジネス基礎
・流通
・MD教養 etc

その他基礎教養
・服飾史
・英会話 etc

ex.アパレル業界、小売業

百貨店等

これらファッションにおけ
る基礎的知識を習得

産地コラボレーション
・工場見学
・新生地の開発
・展示・販売企画

マネジメント
・事業運営・係数
・プレゼンテーション
・リーダーシップ養成
・人材育成・チームワーク

グローバルマネジメント

・海外進出企業参画演習
・海外マーケティング研究

≪クリエーション≫ ９ヶ月

≪ファッションビジネス≫ 1年間

≪グローバルビジネス≫ 中長期

グローバルクリエーション
・海外産地見学
・海外産地コラボ
・海外校交換作品研究

≪社会人教育≫ ９か月

ファッション教養
・ファッション業界・歴史
・国際基準
・法的規制
・リーダーシップ養成
・交渉能力・コミュニケーション能力養成
・マーケティング・マーチャンダイジング

異業種からの参入

≪クリエーション≫ 中長期

≪ファッションビジネス≫中長期

≪グローバルビジネス≫中長期

≪社会人教育≫ ９か月

ファッションビジネス演習
・新事業開発
・事業戦略立案
・新市場開発
・新ビジネス創造
・ブランドの独自性・ブランド哲学
・海外マネジメント

グローバルビジネス演習
・実践的交渉術（海外でのビジネスにおけるコミュニケー
ションスキル）
・アジア産地研究（アジアの生地産地見学等）

プロデューサー養成
・マーケティングスキル
・マネジメントスキル
・グローバル環境研究
・人間力とリーダーシップ

Step.1 Step.２ Step.３

マーケティング
・市場調査
・競合分析
・成功事例研究
・ブランド戦略立案
・歴史認識とライフスタイル
・ファッションビジネス
・トレンド分析

相互連携
[ex.テストマーケティング]

グローバルファッション
ビジネス

・海外進出企業参画演習
・海外成功事例研究

相互
連携

相互連携

相互連携

１・２年課程
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「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業
モデル・カリキュラムのイメージ （環境・エネルギー分野）

環境・エネルギー
アセッサー

環境・エネルギー
プランナー

設計検討・プランニング

調査・測定・分析

＜期待される人材像＞
業種別有資格者（建築士等）として、環境・エネルギー分
野の各種関連技術を地域・産業・家庭のニーズを俯瞰し、
効果的・効率的なシステムが可能な人材を育成し、省エ
ネ・再生エネルギー等の活用・普及に貢献する

電
気
・
電
子

そ
の
他

分野別従来カリキュラム

産業界等ニーズ・背景

環境問題対応追加教育コンテンツ
・環境・エネルギー
・各種関連法規・知財
・温室効果ガス削減
・省エネ・創エネ
・育エネ・畜エネ
・ｅｔｃ

省エネ推進
新エネルギー導入
スマートグリッド対応
ISO 14000ｓ・ISO 50001

教育界のニーズ・背景
教育内容・手法
評価システム

大学 等 関連専門教育コンテンツ

・知的財産
・地球環境科学
・都市環境
・環境プロセス
・経済学
・ ｅｔｃ

日本版NVQの検討

技術士

エネルギー管理士

公害防止管理者

省エネ診断（事業所）

省エネ普及指導員

ECO検定

省エネ診断（家庭）

家庭の省エネエキスパート

専門学校等教育機関 企 業 地域・一般企業 提案人材

（現況）関連資格の取得

就業各種
有資格者

・建築士
・施工管理技士 その他資格
・自動車整備士
・電気工事士

産学連携

大専連携

大学
科目ユニット

専門学校
科目ユニット

企業
科目ユニット実務ユニット産学連携

異分野業種連携
産学連携の実践教育

産学地域連携

情
報
・通
信

建
築
・
土
木

自
動
車

専門
学校

３年～４年
課程
カリキュラ
ム開発

環境・エネルギー
（学科）

＜環境・エネルギー分野の新たな職業
教育・評価の実証＞

環境・エネルギー
プロデューサー

プラン評価
実行・監理

Lv.1

Lv.2

Lv.3

Lv.4

Lv.5環境・エネルギー分野職業教育の内容

＜産業等の高度化対応のための開発＞
・環境・新エネルギーマネージメント及び

プロデュース
・環境アセスメント（測定・分析・評価）
・スマートグリッド
・ＩＴ 設備システム開発
・ISO 14000ｓ ISO 50001
・その他

ユニット受講

ユ
ニ

ッ
ト受

講

高等教育

モデルコア・カリキュラムの評価方法
学習者・企業等からの評価
＜達成度評価指標＞
・ユニット履修判定試験・ポートフォリオ（企
画書）評価・モデル地域内評価・企業評価・
インターン
＜第三者評価指標＞ 25年度課題
コンソーシアム評価委員会における分野別
評価指標開発

成果の活用
自己点検評価・第三者評価・企業評価
ＦＤ → 情報公開

環境リテラシ
科目ユニット

様々な教育リソースを有する複数の学校と雇用する側の関連企業・団体との連携により、企業ニーズを踏まえたうえで、モデルカリキュラム（①環境・エネルギー分野の専門的
カリキュラム化（高等教育：専門学校科目ユニット）②環境・エネルギー分野の横断的カリキュラム化（リテラシ教育：環境リテラシ科目ユニット）③既産業分野における環境・エネルギーの専門的カリキュラム化

（職域・教育企業科目ユニット）④関連した高度専門カリキュラム化（高度化教育：大学科目ユニット ）と達成度評価の開発等を一体的に実施する。なお成果を公開し、広く普及していく。

（実習等）

＜関連就職先＞
中小ゼネコン
住宅メーカー
建設関連企業
電気会社
ガス会社
関連機器メーカー
その他

＜環境問題対応に追加されている内容＞
・環境エネルギー・地球温暖化問題
・環境エネルギーに関する法・制度
・温室効果ガス削減に関する法・制度

＜環境問題対応に追加されている内容＞
にリンク
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環境・エネル
ギーアセッ
サー（調査・測

定・分析）

環境・エネル
ギープラン
ナー（計画の

プラン）

環境・エネル
ギープロ
デューサー
（計画を実行し
監理）

自動車分野 建築・土木・
設備分野

電気・電子・
設備分野

情報・通信
分野

環境・エネルギー分野の「中核的人材像」⇔「職域分野」・関係図

＜環境・エネルギーリテラシー＞
環境・エネルギー概論／環境・エネルギー情勢（創エネ・省エネ・畜エネ）／環境・エネルギー関連制度／

環境・エネルギー政策概論／ガス排出取引概論／各種省エネ手法／地球温暖化基礎知識／
環境評価診断（大気・水・土壌・光）／知財基礎／等

スマート自動車
自動車用燃料電池

排ガス規制
EV・ＨＶ 等

スマートハウス
家庭用燃料電池

ヒートポンプ・コジェネ
太陽光発電

ＬＥＤ・建材 等

スマート家電
スマートメーター

エネルギー制御 等

ホームゲートウェイ
スマートネットワーク

スマートアプリ
スマートクラウド 等

＜環境・エネルギー計画・設計＞
環境・エネルギー計画／環境・エネルギーインフラ／スマート・コミュニティー／産業廃棄物処理／異分野関連設計

新エネルギー知的財産／省エネ総合管理／環境マネジメント／各種エネルギー制御／ＩＳＯ14000ｓ／等

ＰＨＶ・ＦＣＶ
交通（自動車）インフラ

次世代ＳＳ・物流システム
カーシェアリング 等

ローカルグリッド
ナショナルグリッド

ＩＴインフラ
電力送電設備 等

通信ネットワーク
ホームゲートウェイ
ＨＥＭＳ・ＢＥＭＳ

エコサーバークラウド 等

＜環境・エネルギー監理＞
環境・新エネルギーマネージメント／環境・新エネルギープロデュース／環境・エネルギー知的財産

循環型生産システム／環境アセスメント（測定・分析・評価）／スマートグリッド／ＩＴ設備システム開発
環境・エネルギーインフラスマート化／ビジネスモデル創出／ＩＳＯ50001／等

スマートシティー
次世代モビリティーシステム

エコ流通システム
生産監理・関連法規 等

電気設備プラントシステム
電気法規・施設管理

送電力システム
生産管理・関連法規 等

グリーンＩＣＴ
スマートエネルギー
ネットワークＧＰＳ

生産管理・関連法規 等

スマートビル・スマート工場
スマート店舗・都市インフラ
地域エネルギー見える化

等

スマートグリッドシティー
大規模エネルギー消費施設

生産監理・関連法規 等

職域職
能
レ
ベ
ル

既存カリキュラム 既存カリキュラム 既存カリキュラム 既存カリキュラム

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル
／
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野

Lv.5

Lv.4

Lv.3

Lv.2

Lv.1

中
核
的
専
門
人
材

日本版NVQ連携
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国
家
資
格
等
取
得

国
家
資
格
等
取
得

○ 観光関連人材としての基礎的な
知識・スキルを習得

グループの中心メンバーとして自主的な判
断・改善・提案を行いながら一人前の仕事
ができる。

主な取得科目主な取得科目

１・２年課程
（６０単位以上）

外国語

異文化理解

ビジネスマナー

旅行業法

料飲サービス基礎

業界研究

商品販売演習

予約システム演習

企業実習
（ホテル、旅行会社等）

基
礎

専
門

演習
実習

就 業
（旅行、鉄道・航空会社、
ホテル、テーマパーク等）

就 業
（旅行、鉄道・航空会社、
ホテル、テーマパーク等）

主な取得科目主な取得科目

財務・会計

危機管理

・・・

マーケティング

プロモーション

・・・

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ
演習

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ演習

・・・

○ グローバル化に対応したマネジメン
ト能力・リーダーシップの醸成

一人前の仕事ができることに加え、高難度の
業務を遂行しつつ、グループのリーダーとし
て専門スキルをいかした業務を主導する。

主な取得科目主な取得科目

新分野の研究

地域振興方策

キャリア・アップ
（チームリーダーとして活躍）

キャリア・アップ
（チームリーダーとして活躍）

新分野（ニューツー
リズム）のプロジェクト
マネジメント演習・実習

組織のマネジメントやニューツーリズム
等の新たな観光創造を行うとともに、
地域を振興策を提案、実行する。

○ ﾆｭｰﾂｰﾘｽﾞﾑ等の新たなﾆｰｽﾞへの

対応やﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ能力の養成

取得科目のｻｰﾃｨﾌｨｹｰﾄを取
得（ジョブカードの活用等）

例：ニューツーリズム

例：地域資源を活用した
観光振興

※ｴｺ、ｸﾞﾘｰﾝ、文化など

モデル・カリキュラムのイメージ（観光分野）

業務レベル

担当職務

職場での実践を経て、さらに専門性
の向上等に必要なﾕﾆｯﾄを修得

レベル４レベル１・２ レベル３

今回の視察調査に基づく現場（オペレー
ション）人材のカリキュラムのイメージ

＜短期のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ (ｻｰﾃｨﾌｨｹｰﾄ・科目履修等） の積上げ＞

中核的専門人材のイメージ

教育概要

職種イメージ カウンターセールス、ツアーオペレーター・プランナー・プロモーター エリアマネージャー、コーディネーター
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成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進 －基本方針－

産業・社会構造の変化やグローバル化等が進む中で、かつてない空洞化の危機を克服するとともに、国際競争力の強化
など我が国経済社会の一層の発展を期すためには、 経済発展の先導役となる産業分野等への人材移動を円滑に進める
とともに、それらの人材が有する専門技術を高めていくことが必要不可欠。

背景背景

産学官産学官

ｺﾝｿｰｼｱﾑｺﾝｿｰｼｱﾑ

大学・専門高校
など教育機関

職業訓練
施設

専門学校 ■ 産学官コンソーシアムによる取組の推進■■ 産学官コンソーシアムによる取組の推進産学官コンソーシアムによる取組の推進
各分野ごとに

産学官コンソーシアムを形成

各分野ごとに
産学官コンソーシアムを形成

各成長分野における取組を先導する産学官コンソーシアムを組織化し、
中核的専門人材養成のための新たな学習システムの実証等を通じた基盤を確立

➤ 各分野ごとのプロジェクトにおいて、モデル・カリキュラム
基準や達成度評価指標の開発・実証、第３者による専門的・
実践的な評価等の実施

■ 各分野におけるプロジェクトの実証■■ 各分野におけるプロジェクトの実証各分野におけるプロジェクトの実証

【推進する分野例】
① 環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ
② 食・農林水産
③ 医療・福祉・健康
④ ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ （ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ﾌｧｯｼｮﾝ等）

⑤ 観光
⑥ ＩＴ （ｸﾗｳﾄﾞ、ｹﾞｰﾑ・CG等）

⑦ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ専門人材育成
⑧ その他

業界団体
・企業等

➤ 各産学官コンソーシアムにおいて、今後の課題・方向性等
の検討・とりまとめや、各分野の学習システム構築のための
プロジェクトを評価

○ 成長分野における中核的専門人材の取組を先導する産学官連携体制の整備
○ 各分野における専門的・実践的な教育の質の向上・保証のための取組の課題・

方向性をとりまとめ
○ 社会人等の実践的な職業能力を育成する効果的な学習システムの評価
○ グローバル化に対応した専門的・実践的な教育の相互交流等のあり方を

とりまとめ、国際的に活躍する中核的専門人材養成に活用

① 産業の高度化やグローバル化に伴い社会人等が新たに
必要となる知識・技術・技能を修得する機会の提供、

② 非正規労働者・離職者等の新たな職業能力や技術を
修得する機会や中退者等の学び直し機会の提供等を
具体的に想定した社会人等がアクセスしやすい学習
システムを構築

社会人等がアクセスしやすい学習環境を整備
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東京都専修学校各種学校協会、
私立専門学校等評価研究機構、
日本ﾌｨｯﾄﾈｽ協会、(株)ﾙﾈｻﾝｽ、
健康体力づくり事業財団、日本ｻｯ
ｶｰ協会、日本ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会、日
本卓球協会、日本ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ協会、
ﾔｸﾙﾄｽﾜﾛｰｽﾞ、FC東京、T’sｱｽﾘｰ

ﾄｻﾎﾟ-ﾄｸﾗﾌﾞ、R-BODY

【専門学校】
東京ﾒﾃﾞｨｶﾙｽﾎﾟｰﾂ専門学校（東京）、大
阪社会体育専門学校（大阪）、大阪ﾊｲﾃ
ｸﾉﾛｼﾞｰ専門学校（大阪）、福岡医健専門
学校（福岡）、北海道ﾊｲﾃｸﾉﾛｼﾞｰ専門学
校（北海道）
【大学】
筑波大学大学院

滋慶学園・
東京ｽﾎﾟｰﾂ・
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ専
門学校

健康サービス分野におけるスポーツ
専門人材の職業能力評価基準の開
発推進プロジェクト

（３）育成プログラムの開発・評
価方法等

（株）日本総合研究所、東京ガス（
株）、清水建設（株）、大成温調（
株）、（株）ヴェリア・ラボラトリーズ
、（株）ジオリゾーム、東京商工会
議所研修・検定センター、NPO法
人生活福祉環境づくり21、雇用・
能力開発機構東京センター、（有）
ビーアイピー、（株）新環境経営研
究所、全国専修学校各種学校総
連合会

【専門学校】
小山学園・専門学校東京テクニカルカレ
ッジ（東京）、重里学園・日本分析化学
専門学校（大阪）、浅野工学園・浅野工
学専門学校（神奈川）、コンピュータ総合
学園・神戸電子専門学校（兵庫）
【大学】
日本大学生産工学部研究所、湘南工科
大学工学部電気電子工学科、東京工業
大学統合研究員、大阪工業大学知的財
産学部

小山学園・
東京テクニカ
ルカレッジ

CO2削減
環境・エネルギー分野における中
核的専門人材養成プログラム開発
事業

環境・エ
ネルギー
分野

【専門学校】
敬心学園・日本福祉教育専門学校（東
京）、北斗学園・北海道福祉教育専門学
校（北海道）、昌賢学園・群馬社会福祉
専門学校（群馬）、秋葉学園・成田国際
福祉専門学校（千葉）、東京YMCA医療
福祉専門学校（東京）、ユマニテク医療
福祉大学校（三重）
【大学】
淑徳短期大学

（２）介護人材のスキル標準策定

日本介護福祉教育学会、東京都
専修学校各種学校協会、私立専
門学校等評価研究機構、社会福
祉法人千歳敬心苑、社会福祉法
人池袋敬心苑、

敬心学園・
日本福祉教
育専門学校

福祉分野の中核的専門人材の調査
とスキル標準の開発プロジェクト

（１）福祉人材に関する調査研究

医療・福
祉・健康
分野

団体・企業参加機関代表校テーマ候補

平成２３年度成長分野における中核的専門人材養成の戦略的推進事業（委託内容①）
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群馬県農業協同組合中央会、群馬
県商工会議所連合会、群馬県中小
企業団体中央会、（財）群馬県観光
国際協会、カネコ種苗(株)、（株）群
馬農林中央総合研究所、くらぶち草
の会、高崎食品リサイクルループ協
議会、(有)竹内園芸（群馬農場）、(
株)野菜くらぶ、グリーンリーフ(株)、(
株)アイエーフーズグループ、ジョブ
カフェぐんま、(一財)地域公共人材
開発機構、やまがた6次産業ビジネ
ススクール、認定NPO法人ふるさと
回帰支援センター、(株)農林中金総
合研究所、全国農業協同組合連合
会群馬県本部、（有）武井農園

【専門学校等】
有坂中央学園（中央農業グリーン専門学
校・群馬）、群馬県立農林大学校、群馬県
立勢多農林高等学校
【大学】
山形大学、福島大学、宮城大学、
桐生大学短期大学部、宇都宮大学
農学部、龍谷大学政策学部

高崎経済大
学

6次産業化
学校種の枠を超えた連携による高
度アグリビジネス人材育成プロ
ジェクト

食・農林
水産分野

（４）社会人教育

（３）グローバルビジネス

（２）ファッションビジネス

（一財）日本ファッション教育振興協
会、繊維ファッション産学協議会、(
財)ファッション産業人材育成機構、
（株）オンワード樫山、（株）ワールド
、
（株）サンエー・インターナショナル、
(株)エドウィン、繊研新聞社、(株
)LEWS纏、IFI総合研究所、ジャパン
クリエーション

【専門学校】
文化服装学院、大阪文化服装学院、香蘭
ファッションデザイン専門学校、北海道文
化服装専門学校
【大学】
文化学園大学、杉野服飾大学、名古屋学
芸大学、文化ファッション大学院大学

文化学園・国際
ファッション産学
推進機構

ファッション分野の中核的専門人材
養成の課題・対応策の検証と新たな
学習システムの構築推進プロジェク
ト

（１）クリエーション

クリエイ
ティブ分
野

団体・企業参加機関代表校テーマ候補

平成２３年度成長分野における中核的専門人材養成の戦略的推進事業（委託内容②）
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(株)プラザクリエイト、(株)ポリゴンピクチャ
アズ、(株)セガ、(財)デジタルコンテンツ協
会、(社)コンピュータエンタテイメント協会

【専門学校】
龍馬学園（高知）、有坂中央学園（群馬）
、河原学園（愛媛）、龍澤学園（岩手）
【大学】
東京工業大学大学院情報理工学研究
科、東京大学大学院情報理工学系研究
科

吉田学園・情報
ビジネス専門学
校

高度情報通信社会の進展に対応
したＩＴ分野の中核的人材育成のた
めの調査研究

（１）ゲーム・ＣＧ

ＩＴ分野

日立ソフトウェアエンジニアリング(株)、ア
マゾンデータサービスジャパン(株)（独）情
報処理推進機構、（一社）全国専門学校
情報教育医協会

【専門学校】
神戸電子専門学校（兵庫）、船橋情報ビ
ジネス専門学校（千葉）、日本電子専門
学校（東京）、富山情報ビジネス専門学
校（富山）、麻生情報ビジネス専門学校
【大学】
早稲田大学理工学術院

（２）クラウド

(株)ジークラウド、(株)KEIアドバンス、(一
社)Open Embedded Software Foundation、
(社)組込みシステム技術協会、（独）情報

処理推進機構

【専門学校】
日本電子専門学校（東京）、トライデント
コンピュータ専門学校（愛知）、名古屋工
学院専門学校（愛知）、日本工学院八王
子専門学校（東京）
【大学】
大阪市立大学

（３）携帯電話・スマートフォ
ン組込み

(株)ヴィッツ、(株)エスワイシステム、(社)
組込システム技術協会、（独）情報処理振
興機構

名古屋工学院専門学校（愛知）、日本電
子専門学校（東京）、日本工学院八王子
専門学校（東京）、浜松情報専門学校（
静岡）、大阪工業技術専門学校（大阪）
、
【大学】
近畿大学工学部、愛知県立大学

（４）自動車組込み

団体・企業参加機関代表校テーマ候補
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（３）輸送

（２）宿泊

(社)全国旅行業協会、(社)日本観光振
興協会、沖縄ツーリスト(株)、ロイヤル
パークホテル、（株）日本教育ネットワ
ークコンソーシアム、（株）トラベルジャ
ーナル、(株)ドン・キホーテ、(株)ポータ
ルジャパン、JTB-GTMツーリズム総合
研究所、レジャーサービス総合研究所
、(一財)元気ジャパン、(株)観光ビジネ
スコンサルタンツ、日本ホスピタリティ
推進協会、(株)ツーリズム・マーケティ
ング研究所、(株)プリンスホテル

【専門学校】
学校法人トラベルジャーナル学園、
国際トラベル＆ホテル専門学校、専
門学校西鉄国際ビジネスカレッジ、経
専北海道観光専門学校、ホスピタリ
ティツーリズム専門学校、ホスピタリ
ティツーリズム専門学校大阪
【大学】
北海道大学、横浜商科大学商学部

トラベルジャー
ナル学園・ホス
ピタリティツー
リズム専門学
校

産業界と連携した大学・専門学
校における観光人材育成の評
価・認定システム構築

（１）旅行
観光分
野
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